
 図書館へ行こう！ 
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《受験に効く、図書館！》 

皆さんは、どこで本を選んでいますか？ 本屋さん、公共図書館、家族の本棚。あるいは

ネットで注文する人や、電子書籍を利用する人もいることでしょう。そんな時、多くの人が

好みの本ばかりを選んでいるのではありませんか。 

そこで今日は、学院図書館の利用をあらためておすすめします。学院図書館には、あらゆ

る教科や進学指導の先生方が選定し、紹介してくださった本が数多く入っています。決して

皆さんの好みではない本の方が多いかもしれません。しかし実際、大学受験に役に立った(出

題された)という報告や、センター試験に出題された事実があるのです。 また、放課後や昼

休みに図書館で集中的に勉強し、憧れの大学に進学した先輩が大勢います。すべての新聞の

コラムや社説を、毎日欠かさず閲覧しに来た先輩方もいます。 

みなさんも、学院図書館をもうひとつの自分の本棚、もうひとつの自分の勉強部屋として、

どんどん活用しましょう。 
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新学期が始まって3ヶ月。皆さんは何冊本を読みましたか？ どのくらいの活字を読んだでしょうか。 

今の世の中は、インターネットやテレビ等のあらゆるメディアから、多様な情報が際限なく発信されています。

それらの情報を鵜呑みにせず、的確に判断し、分析し、新たな考え方に発展させる能力は、本を読んでこそ身に

つくものです。たくさんの活字を読んで、「ちゃんと考えることができる人」になってほしいと思います。 

中１ 686冊 

中２ 558冊 

中３ 185冊 

高３ 111冊 

高２ 445冊 高１ 357冊 

中学計 1,429冊 高校計  913 冊 

何冊読んだかな？ クラス別貸出冊数（４月～６／30） 

 

７月の図書館利用日  

日 月 火 水 木 金 土 

利用時間は 10：00～18：15 7/1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 休館 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

○夏季課外中の利用時間 9：00～17：00 

○7/16・7/30土曜日は 9：00～1３：00。 

○7/12は、出張のため図書館はお休みです。 
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英語科 森戸真吾先生のおすすめ                        社会科 松元琢也先生のおすすめ  

江利川春雄著『英語と日本軍』             横山秀夫著『６４(ロクヨン)』 

鎖国時の日本における外国語学習と言えば、蘭学が中心であっ 

た。オランダ語通訳も世襲制で限られた人たちのみが従事していた。 

江戸時代末期まで中心的であったオランダ語に変わる言語を日本

人が学ぶ一つのきかっけになった事件と言えば 1808 年のフェートン

号事件であろう。オランダの国旗を掲げたイギリス船「フェートン号」が

長崎に入港してきたのである。阿蘭陀人ホウセマンとシキンムルと日

本側通詞の三人が、旗合という船を確認する臨検作業に出かけるこ

とになったのだが、阿蘭陀船と思って近寄った船は実はイギリス船で

臨検に行った阿蘭陀人二人が連れ去られたのである。この一件は長

崎の出島のみならず、幕府にも大きな衝撃を与えた。また長崎奉行

の松平康英は責任を取って切腹した。この事件後、少しずつ英語学

習が日本で始まっていくことになるのである。明治時代になると、近

代化のために英語だけでなく、ドイツ語、フランス語なども学ばれるよ

うになってきた。特に明治維新以降日本では富国強兵のスローガン                                        

のもと西洋においつくために様々な改革が行われていった。日本軍の近代もその一つの例であろう。 

しかし、アジア太平洋戦争では日本は、情報戦においても連合軍に対して大きな後れをとり敗戦に至った。敵国語

として一般人は英語の使用を禁止されていた中、米国では情報収集のために日本語学の専門家の教育に時間と資金

をつぎ込んでいたのである。日本研究の大家であるドナルド・キーン氏や、エドワード・サイデンステッカー氏も情報将

校出身である。 

 本著では明治以降の軍での外国語教育の在り方を分析し、日本における外国語教育を通して、日本が抱えてい

る課題を浮き彫りにしていく。日本軍は近代日本の縮図であるからである。本書を通して、今の日本が抱える課題等を

考えるきっかけになるかもしれない。世界情勢が複雑化する今、情報分析、長期的なビジョン構築が大切になってきて

いるが、まだ日本ではインテリジェンズ能力は十分ではない。つい最近も、テロ情勢に関する専門家を外務省が非常勤

で公募をして話題になったこともありましたね。国の言語政策を通して、世界状況を考えるきっかけになる一冊です。 

今年映画化されて話題になり

ました。 

難しい用語などが出てきま

すが、展開がおもしろく、続き

が気になってしまう内容です。

（私も夜遅くまで読んでいまし

た・・・。） 

人間についても考えさせら

れる作品にもなっているので、

是非読んでみてください。 

今年映画化されて話題になり
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れる作品にもなっているので、

是非読んでみてください。 

「おすすめ」で紹介した本は、 

すべて図書館で利用できます。 

 

「おすすめ」原稿は、生徒図書委員が先生方へ直接

依頼するかたちで集めています。快くお引き受けくださり、

図書委員一同、心から感謝を申し上げます。 

 予告 夏の特別１０冊貸出は 

7/８(金)から実施します。 

 

  


